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中

ソ

対

立

と

現

代

年
に
一
度
は
H
座
＋白
書
N
K
出
合
う
幸
福
に、

今
ま
で
私
は
あ
ず
か
っ
て

き
た
。

説
書
す
る
楽
し
み
は
、

陸
布
高
と
の
出
合
い
を
求
め
て
の
さ
す
ら
い

に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

今
か
ら
十
年
利
以
前、

神
森
川
山知
教
育
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
た
州
路、

な
に
気
な
く
立
れ
中町
っ

た
本
um
で
下・
に
し
た
中
嶋
揃

雌
符
「
現
代
中
国
論
」

も
私
の
座
店
内
の
一

つ

と
し
て、

い
つ
で
も
机
か
ら

十
の
と
ど
く
書
棚
に
あ
る
。

今
度、

そ
の
棚
に
「
中
ソ
対
立
と
現
代
」

が
新

し
く
加
わ
っ
た
。

決
し
て
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
な
く、

中
川
学
の
悩
阪
を

資料
的
に
も、

分
析
的
に
も
示
し
て
く
れ
た
の
が
本
件円
で
あ
る
と
同
時
に
、

日
本
を
と
り
ま
く
近
隣
閃
現
代
史
と
し
て
も
蚊
高
水
準
を
い
く
本
で
あ
ろ
う。

一

京
一

章
に
は、

臆
史
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
決
定
的
瞬
間
の
ド
ラ
マ
が

あ
る
。

そ
の
感
情
の
高
ま
り
を
持
者
は
極
力
抑
え
て、

多
岐
に
わ
た
る
デ
ー

タ
を
駆
使
し
て
ク
ー
ル
に
九
分
通
り
解
明
し
て、

銭
り
の
一

分
を
読
者
の
賢

察
と
解
明
努
力
に
ゆ
だ
ね
る
手
訟
を
と
っ
て
い
る
。

序
京
で、

モ
ン
ゴ
ル
、

東
北、
新
雌
が
中
ソ
尚
同
の

「
中
間
地
情
」

で
あ

る
の
に
比
し
て、

制
鮮
半
山
は
中
ソ
州
国
の
「
緩
街
地
引」
で
あ
る、

イ
ン

ド
シ
ナ
半
白
を
合
ん
だ
乙
の
緩
街
地
借
が
敢
に
中
凶
と
の
深
い
か
か
わ
り
を

も
ち
な
が
ら、

中
国
と
い
う
文
明
の
中
心
地
域
で
は
熱
戦
の
舞
台
と
は
な
ら

ず、
不
幸
な
乙
と
に
中
闘
を
中
心
と
す
る
こ
つ
の
周
辺
地
法
が
熱
戦
の
対
象

と
な
っ
た
文
明
史
的
展
開
は、

ま
乙
と
に
説
得
力
K－M
む
。

筋
一
恥
に
も、

い
く
つ
か
の
ド
ラ
マ
が
絡
め
ら
れ
て
い
る。

ヤ
ル
タ
協
定

は
ソ
述
に
悩
京
情
勢
＋T
A－－
出
的
に
掌
似
す
る
フ
リ
l
ハ
ン
ド
を
ur
え
て
し
ま

勺
た
乙
と、

ヤ
ル
タ
協
定
実
行、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
な
ど
を
通
じ
て
の
ア
メ

リ
カ
の
対
ソ
不
信、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
H
本
に
版
爆

投
下
を
敢
え
て
行
っ
た
の
か
、

そ
と
に
は
ソ
迎
来
制
の
影
が
大
き
く
浮
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る。

そ
し
て
般
後
に
日
本
山
側
に
ソ
連
を
怠
加

さ
せ
な
い
と
い
う
ト
ル
！
？
ン
の
決
意
へ

と
闘
め
ら
れ
て
い
く
ド
ラ
マ
の
大

き
な
う
ね
り
は、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
見
事
で
あ
る
。

第
二
章
の
山
川崎
は
つ
ぎ
の
箇
所
に
あ
る。

ヤ
ル

タ
官
約
に
中
凶
は
手
段
し

で
称
貸
し、

ア
メ
リ
カ
の
抗
日
努
力
で
の
共
同
性
に
感
謝
の
怠
を
七
全
大
会

で
公
表
し
た
に
か
か
わ
ら
ず、
ア
メ
リ
カ
の
対
撃
政
策
が
常
に
不
分
明
で、

つ

い
に
ア
メ
リ
カ

は
「
原
爆
独
占
の
臨時
失
」

「
中
国
の

輿
失
」

「
中
国
チ

ト
l
化
の
興
左
と
い
う
「
三
重
の
由民
失
」

を
結
果
す
る
に
ぶれ
る
悲
劇
的

興行

き
で
あ
ろ
う。

と
く
に、

「
ス
テ
イ
ル
ウ
ェ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」

と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
規
匙
安
派
の
存
在
は
忘
れ
鍵
い
，

第
三
車
の
中
心
は、

中
ソ
の
本
来
的
不
伺
の
一

幕
で
あ
ろ
う
．

ア
メ
リ
カ

の
ハ
リ
マ
ン
大
使
に
向
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
中
間
の
共
厳
主
在
者
は
マ
ー

ガ
リ
ン
共
産
主
義
者
」

だ
と
き
め
つ
貯
る
く
だ
り、

モ
ス
ク
ワ
に
お
げ
る
毛

沢
東
に
対
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
冷
過
と
毛
の
ね
ば
り
腰
交
捗、

現
在
話
題
に

な
っ
て
い
る
中
ソ
条
約
の
実
際
の
発
効
が
朝
鮮
戦
争
開
始
後
の
五
O
年
九
月

で
あ
っ
た
乙
と
な
ど、

教
え
ら
れ
る
点
が
余
り
に
も
多
い．

第
四
章
の
朝
鮮
戦
争
は
ド
ラ
マ
と
し
て
も、

資
料
と
し
て
も一
級
の
出
来

映
え
で
あ
る。

今
度
公
表
さ
れ
た
見
積
宵
文
書
に
よ
る
「
先
攻
舗
争
」

へ
の

解
明、
ア
チ
ソ
ン

演
説
で
「
現
実
に
攻
軍
さ
れ
た
と
き、
第
一
に
頼
り
に
な

る
乙
と
は
攻
軍
を
受
け
た
同
民
が
ま
ず
そ
れ
に
祇
抗
す
る
乙
と
」

と
い
う
常

識
論、

ト
ル
l
マ
ン
・
マ
ッ
カ
l
サ
l
戦
時
抗
争
の
品川
払刊
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
中
凶
へ
の
一

貸
し
た
配
慮
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
の、

資
料
的
に
媒
打
ち

さ
れ
た
分
析
は
す
ば
ら
し
い
。

そ
の
他、

高
闘
同
盟
の
背
後
の
支
持
者
ス
タ
ー
リ
ン
が
存
在
し
た
乙
と、

ス
タ
ー
リ
ン

死後
の
中
ソ
対
立
中
ソ
対
立
の

神話手過大
岬
価
す
る
と
と
の
危
険

性
な

《
中
ソ
米
を
め
ぐ
る
現
代
凶
際
環
境
分
析
の
似
刈
水
慨
を
示
し
て
く
れ

た
決
定
版
が
本
山
で
あ
る
。

著
者
の
努
力
に

敬
窓
を
表
す
る
と
と
も
に
、

本

お
を
本
年
の
吉
野
作
造
賞
候
補
図
書
に
弘
側
人
と
し
て
は
推
せ
ん
し
た
い
。

（
中
央
公
論
社
・
一

七
O
O
円
）

20 

書評　『中ソ対立と現代』　「文化会議」第120号-1979.06.00


